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本の大学@短期大学@高等専門学校における

体育系教員のプ口フィーん

ーアンケート調査の報告-

図子美和 1)，中)11 昭 1)，白木 仁 1)，高木英樹 1)，鍋倉賢治 1)，木内敦詞 1)

1. はじめに

筑波大学は，大学体育や大学スポーツの充

実・発展へ寄与する実践研究とそれに基づく

教育実践の循環を促進できる高度専門職業人と

しての大学教員(高等専門学校を含む)の養成

を I~I 的とする大学体育スポーツ高度化共同専攻

を.鹿屋体育大学と共同で平成28年度から開

設する。この専攻の準備機関である高疫大学体

育スポーツ指導者養成共同学位フ。ログラム運営

委民会では，現在の大学体育に携わる教員に関

する現状や意見等を新専攻s日設の参考とするた

めに争 l日]本 l医出主茸i 内における大学.高等草弔専~ï. 1門刊可1 学校に

イ夜[J椴献するイ付体4本三育系の教員の学位のl取I収兄符状j況兄や実践

[的!均守引{抑州研u出肘rうヲ究E及び

行行:つたD

今回はこのアンケート調査の1:1:1から，体育系

教員のプロフイールにIUlする集計結果を報告す

る。

2. 調査方法

Jlli営委員会が作成したアンケート 1111子(資料

1 :プロフィールの音I~分のみ掲 jlま)を使用し

以 iての条件に該当する EI本国内の各大学・高等

専門学校のホームページに記載されている，体

育系に在職する教員および;教養課程で体育授

業を担当する教員を対象にアンケートを行っ

た。

調査方法の詳細は以下の通りである。

(1)調査期間:平成26{lミ5月30EI ~ 9 j=l 8 EI 

(2)対 象:①国公立大学(筑波大学，鹿屋

体育大学は除く)

②国公私立高等専門学校

③体育系私立大学

③入学定員 10001'1以上の私立

大学(短大含む)

上記①~③に在職する体育系教員

内 訳①国公立大学693人

②l主!公私立高等専門学校 144人

①・④私立大学 1407人

合計2244人

(3)方 法:アンケート -1111-子を個人宛に郵送

し記入後にi可封の封筒で返送

(4)実施結果:アンケート送付数2244Jill 

3. 調査結果

アンケート送付実数2229通(異

動等により 15通返却)

アンケート回答数670通

回収率30.1% 

解答のあった 670人のうち以 iごの項目につい

てまとめた。

(1 )年齢構成

年齢は 50歳から 54歳が一番多く 126人で

全体の 18.8%占めている。次いで60歳以仁

1 )筑波大学体育系，高度大学体育スポーツ指導者養成共同学位プログラム運営委員(平成26年度)
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(2)性別が 100人で 14.9%，45歳から 49j設が93人で

13.9%， 40歳から 44Y設が83人で 12.4%， 35 

1設から 39t長が77人で、 11.5%，55 j~えから 59 i設

が 76人で 11.3%， 30歳から 34歳が62人で

9.3%， 30 j歳未iill:jが34人で、 5.1%であった。(表

1. 1~11) 

t!: 7JIJは男性 568人で 84.8%，女性的人で

14.8%であった。(表2，I三12)

(3)所属

大学にj好属しているのは 612人で 91.3%，

短期大学は 3人で 0.4%， 高等 I，I}.IIIJ学校は 49

人で7.3%であった。(表3， 1~13) 

アンケート用紙プロフィール記入欄 資料 1

法プロフィーんについてお伺いします illil窓記入あるいは該当するものにOをつけて下さい

年齢 苦主 性別 1 男 2 女

所属 l 大学 2 短期大学 3 高等専門学校 4 その他(

長霊終学澄
1 大学卒(体育系その他) 2 修士課程修了(体育系その他)

3. j等士課程修了(体育系・その他)

教膏
1 教護i本湾担当 2 導門体育担当 3 その他
(1、2の両方をごま空当の場合i立比重の大きい方をお選びください)

専門分野

研究
1 人文社会学系 2. el然医科学系 3 統合実践科学系
実体的な専門研究領域

戦階 1 数j受 2. ;径数1受 3 議gili 4 助教 5 効手 6 研究員等
7 その他(

学{立 1. j等土( 2.修士( 3 学土(
4 その他(

ご協力紙にありがとうこ'ざいました

表 1 ij三i輪構JJX:

年齢 人数 % 

'""-'29歳 34 5.1 

30~34歳 62 9.3 

35~39歳 77 11.5 

40~44歳 83 12.4 

45~49歳 93 13.9 

50~54歳 126 18.8 

55~59歳 76 11.3 

60歳~ 100 14.9 

無芭答 19 2.8 

合計 670 100.0 

0.0 5.0 
十一一一一一一一ム

---..29隷 15.1 j 

30---..34歳!

35~39競 1

40~44識 l

45"'49識 1

50"-'54歳 1

55~59蔵 i

60歳'"L一一
無回答 L2. 

主3

10.0 15.0 20.0 

日」

立A

l.3ii 

ロユ
.l.4..9 

盗品

i玄11 年齢構成(%)
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(4)最終学摩

ili終学問は大学卒業が76人で 11.3Wl. 修士

課程修了が340人で 50.7%噌課程修了が

249人で、37.2%であった。(去4.Iヌi4) 

(5)職階

J[i世間は教股がー許多く 301人で44.9%.(jf:教

J受が203人で 30.6%. 日¥l'Ifr:iIiが72人で 10.7%.

助教が63人で9.4%.助手が16人で、2.4%であっ

たの(去 5. 1支i5) 

表2 t'U)IJ 

性別 人数 % 

フ日コ3 568 84.8 

女 99 14.8 

無回答 3 
04 0 

合計 670 100. 

表:3 }ijr属

所属 人数 % 

大学 612 91.3 

短大 3 0.4 

高専 49 7.3 

その他 3 0.4 

無巴答 3 0.4 0% 

合計 670 100.0 

表4 冬学医

最終学歴 人数 % 

大学卒業 76 11.3 

修士課程修了 340 50.7 

博士課程修了 249 37.2 

無自答 51 0.75 

合計 670 100.0 

25% 

(6)学位

取得している学佐は博 jてが一需:多く 316人で

47.2%. 修士は 291人で43.4%.学士は 51人

で7.6%であった口(衣6. 国6)

(7)学位の種類(複数回答)

(P.'}j: )の柾i.~j'1 は延 30811 Ij符 11~1.医学問

i二が77人で一番多く.次いで体育科学II.'j!寸_51 

人学術ti.'}J:38人.教育て1:18人，体育学

1: 14人. また，純類がJ!!日己才lでi事1:のみ記

載があったものは 36人であり，体育問!述以外

大学
91.3 

50% 

無@~
0.4% 

|支12 性日iJ

75% 

!ヌI3 )vI'属

冠14 1長終ヴ:)lf

高等
7.3 口大学

I I 
ロ短大 O“4

口高等

巳その他 0.4

E語無回答 0.4

100% 
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の!専士が69人であった。(表 7， 1~17) 学位(学:::I:~)の種類は延921m答1:1:1，体育学

士が 16人で、一一番多く，次いで、体育学学士が16

人，教育学学士9人，教育学士 7人，種類が無

記名で博士のみ記載があったものは 27人であ

か体育関連以外の学士が16人であった。(表

9， 1~19) 

学位(修士)の種類は延3281m答ヰ1 体育学

修士が138人で一番多く，次いで、教育学修士が

62人，残りは体育修士と学術修士それぞれ7

人，都類が無記名で、i専士のみ記載があったもの

は72人であり.体育関連以外の修士が42人で

あった。(表 8. I豆18)

表5 J蹴i惜

職階 人数 % 

教授 301 44.9 

准教授 205 30.6 

講師 72 10.7 

助教 63 9.4 9 
助手 16 2.3 

その他 8 1.19 

無回答 51 0.75 

合計 670 100.0 

表6 学位

学位 人数 % 

博士 316 47.2 

修士 291 43.4 

学士 51 7.61 

無回答 12 1.79 

合計 670 100.0 

表7 学位の種類(博士)

種類 人数

体育学博士 14 

体育科学博士 51 

学術博士 38 

教膏学博士 18 

人間科学博士 5 

医学樺土 77 

博士 36 

その他 69 

合計 308 

区16 学位

。人 20人 40人 60人 80人

ロ体高学博士 14 I 
。体脊制学博士 51 

ロ学術樽士 38 I 
。教湾学博士 I 18 I 

-p ロ医学博士 77 I 
。1専土 I 361 

i立17 学位(博士)の種類
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(8)教育および研究での専門分野(複数回答)

体育の専門課税で授業を担当しているのは延

686回答1:1こ1328人，教養体育を担当しているの

は261人であった。(表 10， I~ 10) 

研究分野については， 自然・医科学系が240

人，人文・社会学系が201人総合・実践科学

系が 192人であった。(表 11， 1~lll) 

また， J兵呉ミ主-体的な{刊研研甘出昨f牟ヲ究E専門領j域或は延 35臼21由III答i仁中:1干や1:ド:1

コ一チング学系が4位2人'次いで運動生理学が

表8 学位の種類(修士)

種類 人数

体育学修士 138 

体育修士 7 

学備修士 7 

教青学修士 62 

修士 72 

その他 42 

合計 328 

表9 学位の種類(学士)

種類 人数|

体育学学士 16 

体膏学士 17 

教育学学土

~ 教青学士

学士 27 

その他 16 

合計 92 

表 10 教育での専門分野(複数

ロ体湾学修士

ロ体湾修士

ロ学術修士

。教育学修士

ロ修士

むその他

。体育学学士

ロ体育学士

ロ教育学学士

ロ教育学土

ロ学士

。その他

400 

0人

0人

36人，体育科教育が32人，バイオメカニクス

が 28人，スポーツ心理学が26人その後は歴

史系，運動学，方法学， I玄療・医科学系のJlmで

あった。(表 12，I翠12)

4. 終わりに

調査した当初，アンケートの結果は新専攻の

開設準備に利用する I~ I~I~のためだけに実施され

た。しかし近年，全密 f~1守に体育系教員のプロ

50人 100人 150人

1~18 学位(修士)の種類

10人 20人 30人
2 一 副田ー"ー-ー時司-J

IVl  

1~19 学位(学士)の種類

328人
回答)

300 ~ 261人

分野 人数
200 

教養体育 261 

専門体育 328 

その他 67 
10:lJJill 門戸
教義体脊 専門体育 その他 無回答

無回答 30 図 10 専門分野:教育(複数回答)

合計 686 
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フィールについての調査はi極めて少なし」した

がって.この調査結果が，今後の大学・高等専

門学校における体育系教員の発展に少しでも寄

与できれば幸いである。

表11 1i)f究での専門分野(複数

回答)

分野 人数

人文・社会学系 201 

自然・医科学系 240 

総合・実践科学系 192 

無自答 55 

言十 688 

ぷ12 具体1'l{Jな1iJI:究専門領J或

(複数J!II符)

領域 人数

哲学系 9 

歴史系 20 

スポーツ社会学 13 

マネジメント系 6 

スポーツ心理学 26 

コーチング学系 42 

方法学 16 

運動学 19 

野外教育系 10 

体脊科教青 32 

運動生理学 36 

バイオメカ二クス 28 

トレー二ング系 13 

医療・医科学系 14 

保健 11 

発育発達 5 

その他 52 
L ー『明白畑岨

臥
一
斗

人文・社会自然・医科総合・実践 無回答
学系 学系 科学系

!豆111 専門分野:研究(複数回答)

0人 20人 40人
戸町田ム“一

60人

スポーツ心理学

コーチング学系 i 42 

方法学

運動学

野外教脊系

体育科教青

運動生理学

バイオメカニクス

トレーニング系

医療・産科学系

保健

発脊発達

その他 5 

1~112 研究専門領域(複数回答)
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